
転
出
や
進
学
な
ど
に
と
も
な
い
、

一
度
に
た
く
さ
ん
出
る
ご
み
も｢

秋

田
市
ル
ー
ル｣

で
し
っ
か
り
分
別
を
お

願
い
し
ま
す
。
環
境
都
市
推
進
課

☎(

８
６
６)

２
９
４
３

生
ご
み
、
ビ
ニ
ー
ル
、
陶
磁
器
、

ガ
ラ
ス
、
冬
囲
い
の
竹
や
角
材
な

ど
の
廃
材
は
家
庭
ご
み
用
有
料
指

定
袋(

黄
色)

に
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

・
空
き
缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
使
用

済
み
乾
電
池(

透
明
の
小
袋
に
入

れ
て)

は
、
資
源
化
物
用
指
定
ご

み
袋(

緑
印
刷)

に
入
れ
て
出
し
て

く
だ
さ
い

・
空
き
び
ん
、
ガ
ス･

ス
プ
レ
ー
缶

は
袋
に
入
れ
ず
、
ご
み
集
積
所
に

あ
る
空
き
び
ん
回
収
箱
へ
入
れ
て

く
だ
さ
い

・
古
紙
は｢

新
聞･

ち
ら
し｣｢

ダ
ン
ボ

ー
ル｣｢

紙
パ
ッ
ク｣｢

雑
誌･

雑
が

み｣

に
分
類
し
て
、
紙
ひ
も
で
束

ね
て
く
だ
さ
い

原
則
、
一
辺
が
50

を
超
え
る

も
の
。
戸
別
収
集
の
た
め
事
前
に

大
き
さ
を
測
り
、
次
の
連
絡
先
へ

(

平
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時)

。

専
用
電
話(

８
３
９)

２
０
０
２

引
っ
越
し
、
大
掃
除
な
ど
で
一

時
的
に
多
量
に
出
る
ご
み
は
、
自

分
で
総
合
環
境
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入

(

要
連
絡
☎(

８
３
９)

４
８
１
６)

す

る
か
、
市
の
許
可
を
受
け
た
回
収

業
者
に
ご
依
頼
く
だ
さ
い
。
い
ず

れ
も
有
料
。
回
収
業
者
の
連
絡
先

は
環
境
都
市
推
進
課
☎(

８
６
３)

６

６
３
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

＊
詳
し
い
分
別
は
、
手
引
き(

左
図)

を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
配
布
場
所
は
環
境
都
市
推
進
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

ごみの冊子　秋田市 検索

家庭ごみ資源化物

粗大ごみ一時多量ごみ

引っ越しで
出たごみも

秋
田
市
ル
ー
ル
で

分
別
し
て
ネ

8

人にも地球にもやさしいあきたをめざして

グラフ②　有料化後の一人１日当たり排出量累計
(７月から各月までの累計の推移)

市
民
一
人
１
日
当
た
り
の
家
庭
系
ご

み
排
出
量
の
平
成
24
年
度
末
累
計
が
出

ま
し
た
。
結
果
は
566
㌘
で
、
18
年
度
に

設
定
し
た
減
量
目
標
の
556
㌘
に
あ
と
10

㌘
の
差
で
し
た(
グ
ラ
フ
①)

。
こ
の
重

さ
は
、
わ
ず
か
新
聞
紙
１
枚(

１
面
分)

。

昨
年
の
ご
み
有
料
化
以
降
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
頑
張
り
で
目
に
見
え
て
排

出
量
が
減
り
、
ほ
と
ん
ど
の
月
で
目
標

を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
有
料
化
後
の
７

月
以
降
に
限
っ
た
排
出
量
累
計
は
３
月

末
現
在
508
㌘
で
、
昨
年
と
比
べ
て
大
き

く
減
り
、
ご
み
有
料
化
の
効
果
が
は
っ

き
り
分
か
り
ま
す(

グ
ラ
フ
②)

。

24
年
度
末
の
累
計
が
目
標
に
届
か
な

か
っ
た
原
因
は
、
昨
年
４
月
の
爆
弾
低

気
圧
に
よ
る
暴
風
被
害
の
影
響
や
、
有

料
化
前
の
ご
み
の
駆
け
込
み
廃
棄
の
た

め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
引
き
続
き
市
民

の
み
な
さ
ん
に
ご
み
減
量
の
取
り
組
み

を
続
け
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
25
年
度
中

に
は
減
量
目
標
の
556
㌘
を
大
き
く
下
回

っ
て
い
く
と
予
想
し
て
い
ま
す
。

ご
み
減
量
は
私
た
ち
が
常
に
意
識
す

べ
き
課
題
で
す
。
市
で
は
今
後
も
さ
ま

ざ
ま
な
形
で
ご
み
減
量
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。｢

人
に
も
地
球
に
も
や
さ

し
い
あ
き
た｣

の
実
現
の
た
め
に
、
引

き
続
き
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

グラフ①　一人１日当たり家庭系ごみ排出量累計
(４月から各月までの累計の推移)

●問い合わせ　環境都市推進課☎(866)2943

資源を集団回収
する団体を募集
空きびん、空き缶、古

紙など、リサイクルでき
る資源を回収する団体
(子ども会、婦人会、老
人クラブ、町内会など)
を募集しています。詳し
くは環境都市推進課へお
問い合わせください。

☎(866)2943

セ
ンチ

回数割u450円(上限あり)
数量割u１kg当たり1.5円
～６円(品目による)

年２回以上の実施で
奨励金を交付します

24
年
度
の
目
標
に
あ
と
10
グ
ラ
ム
届
か
ず
…

結
果
最
終

有
料
化
後
は
目
標
を
48
グ
ラ
ム
下
回
り
ま
し
た

エコアちゃんと
考えよう、
環境のこと



市の総合環境センターで受け入れている、岩手県野田
村の災害廃棄物に関する放射性物質の測定結果です。デ
ータの詳細は、市ホームページをご覧ください。
http://www.city.akita.akita.jp/city/ev/cp/saigaihaikibutu.htm

■調査対象 搬入期間u３月1日～19日 搬入量u計373.36㌧

問い
合わせ

■測定結果(表下のuは安全の基準・目安)

(１)岩手県野田村での測定

測定項目

災害廃棄物

測定値(ﾏｲｸﾛｼｰﾍ ﾙ゙ﾄ/時)

0.001～0.003

測定頻度

搬出日ごとに１回

遮へい線量率

放射能濃度
測定項目

災害廃棄物

測定値(ﾍ ｸ゙ﾚﾙ/kg)

不検出

測定頻度(採取日)

月１回(３月７日)

(２)総合環境センターでの測定

測定項目

敷地境界４か所

周辺地域12か所

測定値(ﾏｲｸﾛｼｰﾍ ﾙ゙ﾄ/時)

0.02～0.05

0.04～0.06

測定頻度

週１回

月２回

空間放射線量率

運搬車両(搬入時) 0.04～0.06 １日１台以上

放射能濃度(簡易測定※)

測定項目

飛灰(埋立灰)

測定値(ﾍ ｸ゙ﾚﾙ/kg)

不検出～44

測定頻度

１日１回
(日曜日を除く)スラグ、メタル 不検出

測定項目

飛灰(埋立灰)

測定値(ﾍ ｸ゙ﾚﾙ/kg・㍑)

38

月１回(３月６日)

スラグ、メタル、
末端放流水、
周縁地下水、 不検出

測定頻度(採取日)

岩見川底質･河川水
…上流･放流口(底質)･下流

測定項目

排ガス(１、２号炉)

測定値(ﾍ ｸ゙ﾚﾙ/ｍ(N))

不検出

測定頻度(採取日)

月１回(３月６日)

放射能濃度(精密測定)

災害廃棄物の受け入れなどは環境都市推進課☎(863)6632
災害廃棄物の処理などは総合環境センター☎(839)4816

３
測定項目

運搬車両(搬出時)

測定値(ﾏｲｸﾛｼｰﾍ ﾙ゙ﾄ/時)

0.05～0.07

測定頻度

車両ごとに１回

空間放射線量率

※測定結果の安全を即日把握するための検査(検出下限25ベクレル/kg)。

u秋田県ガイドラインにより100ベクレル/kgを超えないこと

u秋田県ガイドラインにより0.01ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時を超えないこと

u秋田県の通常時の空間放射線量率は0.03～0.09ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時

u飛灰の埋立基準は8,000ベクレル/kg以下
uスラグ、メタルは100ベクレル/kg以下

u秋田県の通常時の空間放射線量率は、0.03～0.09ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ/時

u放流水、周縁地下水の安全の目安(濃度:ベクレル/㍑)は、
セシウム134の濃度/60＋セシウム137の濃度/90＜１

岩手県野田村からの災害廃棄物の処理状況
測定結果は、すべて問題のないレベルでした

３
月
27
日
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
導
入
を
図
る
た
め
総
合
環
境
セ

ン
タ
ー(

河
辺
豊
成)

敷
地
内
に
建
設

す
る
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー(

太
陽
光)

発

電
所
の
安
全
祈
願
祭
を
行
い
ま
し
た
。

発
電
所
は
10
月
運
転
開
始
予
定
。

広
さ
は
3.5

で
、
年
間
平
均
182
万
■

時
を
発
電
し
、
電
力
会
社
に
売
却
す

る
こ
と
で
売
電
額
は
７
千
万
円
以
上

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

環
境
総
務
課
☎(

８
６
３)

６
８
６
２

メガソーラー発電所
建設工事の安全を祈願

家
庭
ご
み
有
料
化
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
右
記
の
①
ま
た
は
②
の
か
た

に
家
庭
ご
み
用
の
指
定
袋
30

30
枚

を
差
し
上
げ
ま
す
の
で
、
下
記
の
窓

口
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
前
回
袋
を
受
け
取
っ
て
か
ら
１

年
間
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

な
お
、
５
月
１
日
(水)
か
ら
①
の
か

た
に
差
し
上
げ
る
袋
は
45

50
枚
に

変
更
に
な
り
ま
す
。
環
境
都
市
推
進

課
☎(

８
６
６)

２
９
４
３

北
部･

西
部･

河
辺･

雄
和
の
各
市
民
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
太
平･

外
旭
川･

上

新
城･

御
野
場･

下
北
手･

金
足
の
各
地

域
セ
ン
タ
ー
、
環
境
都
市
推
進
課
の
各

窓
口
で
、
申
請
書(

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
入
手
可)

に
必
要
書
類
を
添
え
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い(

平
日
の
み)

。
内
容

を
確
認
の
上
、
後
日
職
員
が
申
請
書
の

住
所
へ
ご
み
袋
を
お
届
け
し
ま
す

腹
膜
透
析
を
証
明
す
る
書
類(

診
療
明
細

書
や
透
析
パ
ッ
ク
購
入
の
領
収
書
な
ど)

お
む
つ
購
入
時
の
領
収
書･

レ
シ
ー
ト
、

ま
た
は
家
族
介
護
用
品
支
給
申
請
書(

介

護
保
険
課
で
発
行)

必要書類

＊
環
境
都
市
推
進
課
で
申
し
込
ん
だ
場
合
、

そ
の
場
で
袋
を
お
渡
し
し
ま
す(

印
鑑
が
必

要
で
す)

。
５
月
か
ら
は
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
な
ど
、
申
請
者
本
人
で
あ
る
と

確
認
で
き
る
書
類(

原
本)

も
必
要
で
す
。

申込方法(申し込みは年１回)

①
在
宅
で
腹
膜
透
析
を
し
て
い
る
、

②
資
源
化
物
用
指
定
ご
み
袋
で

お
む
つ
を
出
す
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る

家
庭
ご
み
用
の
袋
を

差
し
上
げ
ま
す

５
月
か
ら
枚
数
や
申
請
方
法
な
ど
を
変
更

と
い
う
か
た
に
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